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市
と
し
て
世
界
に
メ
ッ
セ
ー

　
　
　
　
　
　
荒
波
茂
　
　
ジ
を
発
す
る
顔
が
あ
る
こ
と

　
今
月
６
日
か
ら
４
日
間
、
を
再
発
見
し
た
。
パ
リ
で
は

ジ
ュ
ネ
ー
ブ
の
国
連
欧
州
本
セ
ー
ヌ
河
に
架
か
る
ア
レ
ク

部
（
旧
国
際
連
盟
本
部
）
で
サ
ン
ド
ル
３
世
橋
を
は
じ
め

開
か
れ
た
国
運
経
済
社
会
理
と
す
る
歴
史
的
な
橋
と
と
も

事
会
の
会
議
に
参
加
し
た
。
に
、
ル
ー
ブ
ル
美
術
館
ノ
ー

テ
ー
マ
は
「
世
界
の
公
衆
衛
ト
ル
ダ
ム
大
聖
堂
な
ど
が
あ

生
」
だ
っ
た
。
３
日
目
に
世
る
。
パ
リ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
は

界
2
0
力
国
の
代
表
と
Ａ
Ｍ
Ｄ
　
「
芸
術
」
で
あ
る
。
一
方
、
ジ
ュ

Ａ
を
含
め
た
７
つ
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
ネ
ー
ブ
は
旧
・
新
市
街
に
別

が
発
表
し
た
。
私
は
0
3
年
か
れ
る
。
旧
市
街
は
1
8
世
紀
に

ら
３
年
間
を
か
け
て
実
施
し
ル
ソ
ー
を
育
み
、
民
主
主
義

だ
「
ス
リ
ラ
ン
カ
医
療
和
平
の
土
台
を
作
っ
た
こ
と
に
代

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
つ
い
て
表
さ
れ
る
。
新
市
街
は
旧
国

発
表
し
、
終
わ
る
に
あ
た
り
、
際
連
盟
、
国
連
難
民
高
等
弁

全
聴
衆
に
対
し
て
「
ス
リ
ラ
務
官
事
務
所
、
世
界
保
健
機

ン
カ
の
す
べ
て
の
人
た
ち
に
関
、
国
際
労
働
機
関
や
赤
十

輝
か
し
い
未
来
が
訪
れ
る
よ
宇
国
際
委
員
会
な
ど
、
そ
の

う
に
」
祈
念
す
る
こ
と
を
お
発
す
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
「
人

願
い
し
た
。
今
回
の
発
表
は
、
権
」
で
あ
る
。
「
芸
術
」
の
パ
リ

0
3
年
に
続
き
２
回
目
の
国
運
と
「
人
権
」
の
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
、

経
済
社
会
理
事
会
で
の
記
念
と
も
に
街
自
体
の
空
間
は
決

す
べ
き
も
の
だ
っ
た
。
数
多
し
て
大
き
く
は
な
い
。
個
々

く
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
中
か
ら
選
ば
の
建
築
物
の
集
合
体
と
し
て

れ
た
こ
と
を
誇
り
に
思
う
と
生
み
出
さ
れ
る
圧
倒
的
な
メ

共
に
、
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
に
ご
支
援
　
ッ
セ
ー
ジ
カ
が
、
世
界
中
か

を
頂
い
た
多
く
の
方
々
に
改
ら
人
を
呼
び
寄
せ
て
い
る
こ

め
て
感
謝
を
申
し
上
げ
た
と
は
事
実
で
あ
る
。

い
。
今
後
も
国
連
の
場
で
積
　
政
令
市
・
岡
山
が
世
界
に

極
的
に
発
表
を
続
け
た
い
。
発
信
す
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
何

　
ジ
ュ
ネ
ー
ー
・
ブ
に
は
フ
ラ
ン
か
。
岡
山
の
精
神
風
土
は
「
福

パリ､ジュネーブ､そして岡山の顔
祉
」
で
あ
る
。
「
福
祉
」
の

ソ
フ
ト
と
建
築
の
集
合
体
の

街
こ
そ
、
パ
リ
や
ジ
ュ
ネ
ー

ブ
と
同
じ
よ
う
に
、
世
界
へ

発
信
す
る
岡
山
に
な
る
。
世

界
の
福
祉
の
象
徴
は
「
車
椅

子
」
で
あ
る
。
岡
山
駅
、
市

役
所
、
清
輝
橋
そ
し
て
岡
山

シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
ホ
ー
ー
ル
に
囲

ま
れ
た
空
間
を
「
車
椅
子
で

楽
し
め
る
都
市
空
間
」
と
し

て
徹
底
的
に
整
備
す
れ
ば
よ

い
。
そ
の
こ
と
に
よ
り
、
西

川
縁
道
公
園
は
一
層
の
輝
き

を
増
す
。
「
車
椅
子
で
楽
し

め
る
都
市
空
間
」
は
岡
山
市

民
に
と
っ
て
は
生
活
改
善
運

動
で
あ
る
。

　
一
方
、
日
本
、
ア
ジ
ア
そ

し
て
世
界
か
ら
見
れ
ば
、
福

祉
の
理
念
に
基
づ
い
た
市
民

運
動
で
あ
る
。
福
祉
の
ソ
フ

ト
は
す
で
に
あ
る
。
平
均
寿

命
世
界
一
の
日
本
が
直
面
し

て
い
る
介
護
の
経
験
は
、
将

来
の
急
速
な
高
齢
化
を
控
え

た
ア
ジ
ア
が
必
要
と
し
て
い

る
。
旭
川
荘
が
ア
ジ
ア
の
福

祉
セ
ン
タ
ー
と
し
て
「
福
祉

を
共
に
考
え
る
」
と
い
う
メ

ッ
セ
ー
ジ
を
ア
ジ
ア
ヘ
発
信

し
、
林
原
共
済
会
が
芸
術
と

福
祉
の
統
合
化
さ
れ
た
「
障

害
は
進
化
」
の
衝
撃
的
な
メ

ッ
セ
ー
ジ
を
世
界
へ
発
信
す

る
こ
と
は
大
き
な
希
望
と
な

る
。
「
総
合
福
祉
の
拠
点
」

が
駅
前
に
建
設
さ
れ
れ
ば
、

岡
山
市
の
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
と

な
る
と
夢
想
し
て
い
る
。

　
岡
山
県
は
。
「
国
際
貢
献
推

進
に
関
す
る
条
例
」
を
0
4
年

に
制
定
し
た
。
そ
の
メ
ッ
セ

ー
ジ
で
あ
る
「
国
境
を
超
え

る
福
祉
」
は
既
に
県
民
の
意

思
で
あ
る
。
岡
山
市
が
「
国

際
福
祉
都
市
推
進
条
例
」
を

濁
に
に
濯
膳
Ｊ
こ

す
る
福
祉
都
市
」
の
メ
ッ
セ

ー
ジ
を
発
信
す
る
時
期
が
来

て
い
る
。
こ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

は
日
本
、
ア
ジ
ア
そ
し
て
世

界
か
ら
多
く
の
人
た
ち
を
引

　
「
世
界
が
必
要
と
す
る
福
祉

都
市
」
岡
山
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
や
ニ
ュ
ヨ
ー

ク
な
ど
の
国
連
の
易
で
積
極

的
に
伝
え
る
こ
と
が
で
き
れ

ば
望
外
の
喜
び
で
あ
る
。

（
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
グ
ル
ー
プ
代
表
）
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